
住民向けワークショップ
概要
⃝ 担い手不足や財政的な問題による交通サービスの維持が困難である状
況を踏まえ、地域住民に５～10年後の島の暮らしをイメージしてもらい、
島内における課題を認識してもらう。

⃝ また、課題解決のために住民一人ひとりが自分事として考え、どういった
サービスが必要か、どのように協力できるのかといった行動変容を促すことを
目的として、住民ワークショップを実施した。

開催実績
第１回 令和６年９月17日（午前、午後、夜の計３部）
テーマ：島での移動に関する課題、自動運転の必要性

第２回 令和６年10月18日（夜の部のみ）
テーマ：自動運転導入のために必要な協力について

第３回 令和６年11月６日（午前１部、午後２部の計3部）
テーマ：自動運転サービスの走行ルート、便数、協力内容

第４回 令和６年12月16日（午前１部、午後２部の計3部）
テーマ：走行ルート、便数、協力内容の決定

第５回 令和７年２月６日（午前１部、午後２部の計3部）
テーマ：自動運転バス実証実験の事前説明と自動運転カートの

ルート変更案等について
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⃝低廉かつシンプルな自動運転サービス導入に向けて、
住民に対してルールや協力内容を説明し、それに対
する意見をいただいた。

⃝住民とのディスカッションを通して、取組に対する理解
を深めていただき、協力への意識醸成を図ることで、
自動運転導入の実現へ繋げる。



ワークショップで頂いた主な意見
【バス】
•バス利用は２年に１回ぐらい
•バス停に行くまでが大変

【移動全般】
•車は1人一台所有、ほとんど車で移
動

現状の
移動手段

【移動の選択肢】
•バスは空港と港しか行かない（車がな
いと畑・買い物に行けない）

•免許返納した後の支援がない
•離島割航空券の窓口は空港のみ。

【買い物・通院】
•自分は困っていないが、高齢者は周
りに頼れる人がいないと大変

•高齢で買い物に困っている人がいる
• 1人暮らしのお年寄りは困っている

移動の
困りごと

【来訪者の視点】
•島外から来る人のためにもバスはあっ
た方が良い
【機能】
•バスで荷物も運んで欲しい
•高齢者の楽しみとしてバスを活用
•停留所に屋根とベンチがあれば、待つ
間におばー達が休めてゆんたくでき
る。停留所が憩いの空間として認知さ
れると、停留所まで歩くようになる

•空港の駐車場を一定（期間・時間）以
上有料にする（車利用を減らし、バス
利用を促進するため）

【移動手段として】
•免許返納後も畑に行きたい
• 1人暮らしのお年寄りのためにも移
動サービスが必要

•車椅子利用者が増えているので、車
椅子対応ができると良い

•家まで送迎して欲しい
•使いたい時間に来て欲しい
•段差がない等の乗りやすさも重要
•（路駐で自動運転が止まらないよう
に）診療所・農協・スーパー前の駐
車場が必要

要望
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